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乳
腺
内
分
泌
外
科
は
主
に
乳
腺
お

よ
び
甲
状
腺
の
悪
性
腫
瘍
の
診
断
・

治
療
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
原
発
性
・

続
発
性
副
甲
状
腺
機
能
亢
進
症
、
バ

セ
ド
ウ
病
、
慢
性
甲
状
腺
炎
、
亜
急

性
甲
状
腺
炎
な
ど
に
対
し
て
専
門
的

な
治
療
を
行
い
ま
す
。
市
町
村
や
企

業
（
健
康
保
険
組
合
）
に
よ
る
乳
が

乳
腺
内
分
泌
外
科 

ん
検
診
も
積
極
的
に
行
い
早
期
発
見
・

早
期
治
療
に
繋
げ
て
い
ま
す
。

　

当
院
の
乳
腺
内
分
泌
外
科
で
は
３

名
の
医
師
が
診
療
を
担
当
し
て
お
り
、

専
門
医
に
よ
る
乳
が
ん
・
甲
状
腺
が

ん
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
最
先

端
の
医
療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

【
乳
が
ん
】
現
在
、
女
性
の
が
ん
罹
患

率
は
乳
が
ん
が
第
１
位
と
な
っ
て
お

り
、
12
人
に
１
人
（
約
９
万
５
千
人
）

が
乳
が
ん
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
う
ち
約
１
万
５
千
人
の
方

が
乳
が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

乳
が
ん
は
発
見
時
の
進
行
の
程
度
で

治
療
が
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

１
．
早
期
が
ん
（
最
大
腫
瘍
径
が
20
㎜

未
満
の
も
の
や
、
腋
窩
リ
ン
パ
節
転
移
を

認
め
な
い
も
の
）

　

腫
瘍
と
腋
窩
リ
ン
パ
節
の
状
況
は

Ｃ
Ｔ
と
Ｍ
Ｒ
Ｉ
（
図
１
）
で
評
価
し

ま
す
。
乳
房
温
存
術
（
乳
房
部
分
切

除
術
）
と
腋
窩
の
セ
ン
チ
ネ
ル
リ
ン

パ
節
生
検
（
腫
瘍
に
一
番
近
い
リ
ン

パ
節
へ
の
転
移
の
有
無
を
手
術
中
に

調
べ
て
転
移
が
な
け
れ
ば
腋え
き
か
か
く
せ
い

窩
郭
清

を
省
略
す
る
術
式
）（
図
２
）
が
主
な

術
式
で
す
。
当
院
の
早
期
が
ん
の
５

年
生
存
率
は
全
国
平
均
と
遜
色
な
く
、

90
％
以
上
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

２
．
進
行
が
ん
（
最
大
腫
瘍
径
が
50
㎜

を
超
え
る
も
の
や
、
腋
窩
リ
ン
パ
節
転
移

を
認
め
る
も
の
）

　

手
術
前
に
腋
窩
リ
ン
パ
節
転
移
を

認
め
た
場
合
は
、
主
に
抗
が
ん
剤
を

使
っ
た
術
前
抗
が
ん
剤
治
療
を
行
い
、

腫
瘍
や
腋
窩
リ
ン
パ
節
を
小
さ
く
す

る
こ
と
で
、
乳
房
温
存
術
が
可
能
に

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
手
術
中
あ

る
い
は
手
術
後
に
腋
窩
リ
ン
パ
節
転

移
を
認
め
た
場
合
は
、
再
発
予
防
の

た
め
術
後
に
抗
が
ん
剤
治
療
を
行
い

ま
す
。
予
定
の
抗
が
ん
剤
治
療
が
終

了
し
た
あ
と
は
、
症
例
に
よ
り
分
子

標
的
治
療
や
内
分
泌
治
療
を
引
き
続

き
行
い
ま
す
。

【
良
性
腫
瘍
】
10
～
20
歳
代
の
女
性
に

多
く
、
線
維
腺
腫
や
葉
状
腫
瘍
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。
大
き
く
な
れ
ば
切
除

し
ま
す
。

【
乳
腺
炎
】
主
に
授
乳
期
に
感
染
を
起

こ
し
、
抗
生
剤
の
投
与
や
切
開
排
膿

が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
甲
状
腺
が
ん
】
乳
頭
が
ん
、
濾ろ

胞ほ
う

が

ん
、
髄ず
い

様よ
う

が
ん
、
低
分
化
が
ん
、
未

分
化
が
ん
が
あ
り
ま
す
。
手
術
治
療

● 

乳
腺
の
病
気

診
療
最
前
線

乳
腺
内
分
泌
外
科
で
診
療
す
る

　
　
　
　

主
な
病
気
と
そ
の
治
療

● 

甲
状
腺
・
副
甲
状
腺
の
病
気

図 2　術中写真：腫瘍に一番近い
リンパ節（矢印）を手術中に摘出し、
がんからの転移の有無を調べます

図 1　MRI 画像：乳がんと乳頭の
位置関係や浸潤の程度が把握でき
ます
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が
基
本
で
、
標
準
的
に
は
甲
状
腺
切

除
と
頚
部
リ
ン
パ
節
郭
清
術
を
行
い

ま
す
。
進
行
が
ん
や
再
発
例
に
対
し

て
は
放
射
線
治
療
（
外
照
射
や
放
射

性
ヨ
ー
ド
を
使
用
し
た
内
照
射
治
療
）

も
適
応
と
な
り
ま
す
。
ま
た
手
術
不

能
な
症
例
に
は
、
抗
が
ん
剤
治
療
が

選
択
さ
れ
ま
す
。

【
バ
セ
ド
ウ
病
】
Ｔ
Ｓ
Ｈ
に
対
す
る
自

己
抗
体
に
よ
る
刺
激
で
甲
状
腺
機
能

亢
進
症
を
呈
す
る
自
己
免
疫
性
甲
状

腺
疾
患
で
す
。
薬
物
治
療
が
主
で
、

放
射
性
ヨ
ー
ド
治
療
や
手
術
治
療
を

行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

【
慢
性
甲
状
腺
炎
】
抗
甲
状
腺
自
己
抗

体
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
自
己
免
疫

性
甲
状
腺
疾
患
で
す
。
甲
状
腺
機
能

低
下
症
に
対
し
て
は
合
成
甲
状
腺
ホ

ル
モ
ン
剤
の
内
服
治
療
を
行
い
ま
す
。

【
亜
急
性
甲
状
腺
炎
】
ウ
イ
ル
ス
が
原

因
と
考
え
ら
れ
て
い
る
炎
症
性
疾
患

で
す
。
頚
部
痛
な
ど
炎
症
所
見
が
著

明
で
、
か
ぜ
と
似
た
症
状
が
現
れ
ま

す
。
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
の
内
服
で
治
療

し
ま
す
。

【
原
発
性
副
甲
状
腺
機
能
亢
進
症
】

副
甲
状
腺
の
腫
大
に
よ
る
副
甲
状
腺

ホ
ル
モ
ン
の
過
剰
分
泌
が
原
因
で
起

こ
り
、
高
カ
ル
シ
ウ
ム
血
症
が
見
ら

れ
ま
す
。
骨
粗
鬆
症
や
腎
結
石
な
ど

が
発
症
す
る
原
因
と
な
り
、
手
術
治

療
の
適
応
で
す
。

【
続
発
性
副
甲
状
腺
機
能
亢
進
症
】

透
析
患
者
を
含
め
腎
機
能
障
害
の
方

に
起
こ
る
二
次
的
な
副
甲
状
腺
機
能

亢
進
症
で
す
。
薬
物
治
療
や
手
術
治

療
の
適
応
で
す
。

　

先
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
受
賞
で
注
目

を
集
め
た
、
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
阻
害
薬
（
図
３
）
が
、
２
０
１
９

年
よ
り
ト
リ
プ
ル
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
乳
が

ん
に
適
応
が
追
加
さ
れ
、
現
在
は
２

剤
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
薬
は
、

免
疫
細
胞
表
面
に
あ
る
タ
ン
パ
ク
質

「
Ｐ
Ｄ
―

１
」が
が
ん
細
胞
表
面
の「
Ｐ

Ｄ
―

Ｌ
１
」
と
結
合
す
る
こ
と
で
、

免
疫
細
胞
の
働
き
に
ブ
レ
ー
キ
を
か

け
る
機
序
に
対
し
て
、
こ
れ
ら
を
ブ

ロ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
効
果
を
発
揮
し

ま
す
。
こ
れ
に
限
ら
ず
、
最
近
で
は

様
々
な
薬
剤
が
開
発
さ
れ
、
乳
が
ん

の
薬
物
治
療
は
更
な
る
発
展
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

予
防
：
『
乳
癌
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』

で
は
乳
が
ん
の
発
症
リ
ス
ク
（
乳
が

ん
の
な
り
や
す
さ
）
へ
の
影
響
を
、 

「
確
実
」「
ほ
ぼ
確
実
」 「
可
能
性
あ
り
」

「
証
拠
不
十
分
」
と
４
段
階
で
表
現
し

て
い
ま
す
。
唯
一
「
確
実
」
と
さ
れ

て
い
る
の
は
、
閉
経
後
の
肥
満
で
す
。

食
生
活
に
関
し
て
は
、
確
実
に
影
響

す
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

乳
が
ん
検
診
：
乳
が
ん
の
発
症
は
35

歳
頃
か
ら
増
加
し
、
40
～
50
歳
代
に

ピ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
以

後
は
年
齢
に
あ
ま
り
関
係
な
く
80
～

90
歳
代
の
高
齢
で
も
多
く
発
生
し
ま

す
。
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め

１
年
に
１
回
の
検
診
を
お
す
す
め
し

ま
す
。
乳
腺
の
発
達
状
態
か
ら
、
40

歳
未
満
は
超
音
波
検
査
、
40
歳
以
上

は
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
が
適
し
て

い
ま
す
。

（
乳
腺
内
分
泌
外
科
部
長　

渡
邉
隆
之
）

乳
が
ん
治
療
の
新
し
い
流
れ

乳
が
ん
の
予
防
と
検
診
に
つ
い
て

図 3　免疫チェックポイント阻害薬の作用機序のイメージ

引用元：MSD株式会社　がんの治療に取り組む患者さんとご家族のため
のがん情報サイト「がんを生きる」
https://www.msdoncology.jp/haigan/cure/yakubutsuryouhou.xhtml


